
第1回審議会　積み残し事項の整理
委員名 ご指摘・ご意見の内容 対応方法

本木委員
バリアフリーの一環として、超高齢社会を迎える中、坂道をどうするのか、といった視点での議論をお願いした
い。

村田委員
私たちの年代は自動車ではあまり動かず、自転車を使うが息切れしてしまう。もっと高齢になったらどうなるか。
エスカレーターがいると言う冗談も出ている。市民、生活者の視点で考えてもらえるとうれしい。

金沢委員
災害・防災対策は、都市基盤整備の問題であり、具体的な対応が必要だ。不安感の解消（メンタル面）と一緒に
語られていることに違和感を感じる。

まき委員
市ができること、市がやるべきこと、自然災害的に起きること、人為的に起こってしまうことが、一つの章立てで書
かれていることが気になる。整理すべき。

本木委員 「公共的な取り組みへの参画に意欲を持つ人々が増加しています」という認識について、どうとらえればよいか。

副会長 「意欲が増加した」というのが気になるなら、「認識が増加した」と言う記述にしてはどうか。

金沢委員
市民の家計状況をどうするか。東京に勤務している市民が大半なため、地元経済の活性化と一律に語れないと
ころが悩ましいが、家計所得の低下は生活保護世帯の増大や就学援助を受ける子どもの増加等に現れ、市の
施策に大きく影響する。それを項目に入れるか、入れるならどこに入れるか、検討してほしい。

まき委員 格差と貧困の状況が、序論の６項目の中で所々で書かれているが、まだ現状認識が甘いと思う。

北澤委員
序論の課題を６つのテーマでまとめているが、それぞれのテーマの間にも関連があると思う。他の分野との関連
も整理していかれると良い。

河村委員 環境から来る市の課題が６つ述べられているが、またがるものや、さらに追加が出てくるのではないかと思う。

河村委員 この課題の切り口を、どのような観点から６つに絞ったのか、聞き逃してしまったのでお聞きしたい。 事務局にて説明。【別紙】

●序論第2章第1節「５．生涯を通じて安心して暮らすことのできる社会環境づくりの必要性」について

●序論第2章第1節全般について

●序論第2章第1節「３．地域の発展を支える都市基盤づくりの必要性」について

具体的な事業の提案ではな
く、問題の提起なので、引き続
き議論していただきたい。

●序論第2章第1節「６．地方自治体を取り巻く環境変化に対応した「新しい公共」への期待」について

事務局にて、補足説明や対応
方針を整理。引き続き、ご議
論をお願いしたい。【別紙】

問題の提起として、引き続き
議論していただきたい。

事務局にて、補足説明や対応
方針を整理。引き続き、ご議
論をお願いしたい。【別紙】

事務局にて対応方針を整理。
問題の提起として、引き続き、
ご議論をお願いしたい。【別
紙】

資料 ３
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副会長
人口推計の数値が、平成12年当時の推計と大きく変わっていることについて、どのような議論があったか教えて
ほしい。

事務局にて説明。【別紙】

川井委員
従前と同様、「将来的に27区域にしていく」と書かれているが、一向に進展していない。どのようなプロセスで誰
が具体的に区域設定を推進していくのか。点線で囲まれた区域については現時点で要件を満たしていると思う
がいかがか。コミュニティについて、具体的な取り組みを明確にしていただきたい。

本木委員

なぜ27区域になるのか、前回の審議会でも背景や理由説明を求めたが、なかなか定義がわからない。丸山、浜
町・若松、小室のコミュニティから、相当強い自立・独立の意見が出ているのか。
（27区域という表現を）後期基本計画に入れるのであれば、現行計画とは別の表現や、27コミュニティを展望する
明確な理由付けが必要である。

本木委員 １５Pの地図（モノクロ）が分からない。

会長 10年前と現在で、緑がどのように減少したかわかるように、２つ写真があると良い。

金沢委員
市民の役割として「積極的に参加することが必要です」と記載するのは、強制の意味合いが強く、市民に受け入
れてもらえるか、疑問である。

市民に期待したいことを、ここ
だけに残したものなので、で
引き続き議論していただきた
い。

椎名委員
隣接市町村と一緒に行動できることがないか、研究することは有益だと思うため、次回、調べられる範囲で教え
ていただきたい。

事務局にて説明。【別紙】

椎名委員 各日程の話し合いの内容、各回の目標を示していただきたい。 タイムテーブルを配布する。

●序論第2章第3節　計画における市民と行政の役割

●序論第2章第2節　土地利用について

●その他

●審議会の進め方について

事務局にて、カラー版（13年
版、19年版）を用意。

●序論第2章第2節　人口推計について

●序論第2章第2節　コミュニティ区域について

事務局にて、補足説明や対応
方針を整理。問題の提起とし
て、引き続き、ご議論をお願い
したい。【別紙】


